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マット運動は，背中をマットに接して回転する「接転
技群J，手と足だけで回転する「ほん転技群J，バランス
をとりながら静止する「平均立ち技群J，腕立て支持の
ポーズなどの「支持技群J1) の各種の個技，連続技，技
の組み合わせに挑戦し できるようになった時に楽しさ
や喜びを味わうことのできる非日常的な運動である。多
くのマット運動の技の中でほん転技群」に位置づく
「前方倒立回転跳び」は，躍動的な技であり，特に男子
の児童・生徒があこがれをもって取り組む技である。
前方倒立回転跳びの指導法について，金子 2)は，予備
わざとして50cmの落差をつけた台の上から帯助者をつ
けて前方倒立回転下りをし 体が回転する感覚や着地の
先取りの感覚に慣れてきたら，次第に勢いを増し，落差
を少なくし，者助者を減らしていく方法を提示している。
この落差を利用した方法(以下「落差法」と記述する。)
は，多くの指導書 3)4)幻自)に提示されていることから，学
校等の指導現場で広く実践されている方法であると考え
られる。
一方，岡本7)は，マット運動の中核的な技はジャンプ
を含む側方倒立回転であるとし 側方倒立回転から前方
倒立回転跳び、への発展を主張している。その具体的な方
法として，斎藤ら自)は，ホップからの側方倒立回転 1/
より効果が高いのかについて比較し 実証した研究は見
あたらない。また これらの方法による導入過程をとら
ないで，帯助者をつけた全習法を中心にした指導法(以
下全習法」と記述する。)の効果との比較・実証もな
されていない。そこで本研究では 現行の学習指導要領
解説の中で，すべての生徒に器械運動を履修させること
と示され，前方倒立回転跳びが技能の内容として例示さ
れている，中学 1年生の男子を対象として，マット運動
における前方倒立回転跳びの3つの指導方法(1落差法」
「側転ひねり法JI全習法J)の効果の差異を明らかにす
ることを第一の目的とした。
また，三木山が中・高校生になると身体発達が著
しく，個人差や男女差も大きくなる。特に巧敏性の要因
が要求されるマット運動では 体格の割合のバランスの
崩れや筋力と体重の関係からくる身体コントロールの不
安定さが学習条件を不利にしている。」と述べているよう
に，生徒一人ひとりの体格や体力の差異が，技のできば
えを左右する大きな要因になると考えられる。そこで本
研究では，前方倒立回転跳びのできばえに影響を与える
と仮定される 150m走(瞬発力)J ， I伏臥上体そらし
(柔軟性)J ， I腕立て伏臥手たたき(筋力)/1)， I口ーレ
ル指数(肥満度)Jの4項目のデータと前方倒立回転跳び
の到達度との関係を分析することを第2の目的とした。
4前ひねりを指導し片足着地から両足着地側方着手 2. 方 法
から前方着手へと経過させて前方倒立回転跳びに発展さ
せていく方法を提示している。このホップからの側方倒
立回転 1/4前ひねりを導入とする方法(以下「側転ひね
り法」と記述する。)は 学校体育研究同志会 9)が提唱
している方法であり 山内 10) 松田山による実践事例も
報告されている。また林山も前方倒立回転跳びを容易
にする 3つの運動として 「ブリッジJIスキップ壁逆立
ちJIスピードのある走り側転」を提唱しており，小学3
年生を対象とした実践事例を報告している。
以上に述べた「落差法」と「側転ひねり法j は，それ
ぞれに指導効果があると考えられるが，いずれの方法が
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(1 ) 授業の概要
徳島県内の公立のK中学校とM中学校の 1年生男子5
クラス， 222名を対象とした。単元時間は，実際の学校
現場でのマット運動の指導の現状にあわせて5時間(1 
単位時間 50分)とし，平成 14年5月中旬から 6月上旬
の期間に実施した。
授業者は，当該中学校の保健体育科の男性教員で，い
ずれも体操競技の経験者であり， 15年以上の教職経験者
である。指導場面では，クラス全員の生徒に対する積極
的な助言と需助を心がけてもらった。表 1は，クラスご
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との指導法も含めた授業の概要を一覧にしたものである。
表 1. 授業の概要
学校 担当 期 間 クラス 生徒数 指導法
日14. 5. 13 4 ・5車且 39名 落差 j去
K 中 A ~ 5. 23 6 . 7申立 411'1 側転ひねり法
1・2組 46名 落差法
:-'1 中 B 
I 14. 5. 24 
3 ・4手立 48名 側転ひねり法~6 6 
5・6組 48名 全 ~1Jj t去
(2) 単元の流れ
3つの指導法すべてにおいて， 1時間めは，体力測定
を行い，連続図と技術ポイントを示した学習カードを配
付した後に，セフティーマット上での前方倒立回転跳び
の試技(ビデオ撮影)を行った。さらに，倒立の技術ポ
イントとその封助法について指導した後に，試技と平行
して，壁倒立の練習も行った。また，最後の 5時間めで
は，各自で練習した後に セフティーマット上での発表
会(ビデオ撮影)を実施した。各指導法の 2'"'-'4時閉め
の学習活動の概要は以下の通りである。
表 2. r落差法」による主な学習活動
時閣 主な学宵活動
。ホップについて理解し.練習する。
。ホップから倒立を経過して セフテ fーマットの卜今に倒れ
2 る練習をする。
01段の跳び箱の上で倒立を経過して.セフティーマットの
1-:に倒れる練習をする。
02名の封切J者をつけ.3段の跳び箱(落差 50cm)の上から
3 
Mj方倒立回転下り(立位で着地)を練習する。
。技能の高い者は. 2段の跳び箱の上から 1名の封助者をつ
けて.前}j倒立回転下りを練習する。
01名の耕助者をつけ. 2段の跳び箱の I二から小さくホップ
して前点倒立回転下りを練習する。
。技能の高い者は. 1段の跳び箱の上からホップからの前方
4 倒立同転眺びを練習する。
。より技能の高い者は，落差の小さな場(踏切板. 2枚重ね
のマット)に子をついて，ホップからの前方倒立同転跳び
の練習をする。
表 3. r側転ひねり法」による主な学習活動
時間 主な学習活動
ワ
017J助者をつけて片足振り上げ倒立の練習をする。
。側方倒立回転の練習をする。
。ホッブについて理解し，練習する。
3 。ホップからの側方倒立凶転を練習する。
。助走をつけてホップ側方倒立回転を棟習する。
0ホップ側方倒立回転 1 4前ひねりを練習する。
。助走をつけてホップ側五倒立阿転 1 4前ひねりを練習し.
4 両足で、!日i時に着地できるようにする。
。側五着手から前方着手にして 前方倒立回転眺びを練習す
る。
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表 4. r全習法」による主な学習活動
時間 主な学習活動
。ホップについて理解し，練汗する。
2 。ホ、ソプから倒立を経過して セフティーマットの Lに倒れ
る練宵をする。
02名の需助者をつけ，ブリッジから伝ち Lがる練刊をする。
3 
02名の烈助者をつけ，前方倒立凶転眺びを練??する。
0技能の高い者は，割助者を l名にしてがj}j伯IJu:1口|転跳びを
練宵する。
01名の封助者をつけ，前方倒立凹転跳びを練討する。
4 。技能の凶Iい吾は，封助xなしでがi}]倒立回転跳びを練h)す
る。
(3) 前方倒立回転跳びの到達度の基準
単元のはじめとおわりに撮影した，すべての生徒の試
技を見た上で，手の突き放しによる跳び局由Aがあり，身
体が一回転して，立位，又はしゃがんだ姿勢で足裏から
着地している者を「できる」と判断し，腰や背中から倒
れる，又は足裏から着地するが手や尻をつく者を「でき
ない」と判断した。さらに 「倒立経過jが認められるか
否かの視点を加味して 表5に示したようなA'"'-'日の 8
つの基準を設定した。なお DIとD:>については，でき
ばえの優劣を判定できなかったためつに包括しで
きる」の中の最も低いランケとした。
表 5. 前方倒立回転跳びの到達度の基準
A 倒立を経過し，膝を少し曲げた姿勢で着地する。
で B 倒立を経過しー膝を 90I支ほど曲げた姿勢で若地する。
ニ」キー
じ 仔IJIT.を経過し，しゃがんだ姿勢で着地する。
D ， 伊l立を経過せず，かかえこみの姿勢のまま若地するつ
る
D 倒立を経過せず.肘が曲がって頭がつき，はねおき動作で石
地する。
で E 仔IJIT.ーを経過し.足裏から着地するが. rや尻をつく。
キ、ー F 倒立は経過するが，腰や背中から倒れる。
な G 倒IT.を経過せず，腰や背中から倒れる。
~ i 
H 腕支持ができず， とび前転のように回転する。
3. 結果と考察
(1) 指導前後の到達度の変化
表6は， 3通りの指導法による指導前後の前方倒立回
転跳びの到達度の変化を A覧にしたものである。いずれ
の指導法もHの段階が大きく減少し， A. Bの段階が増
加していることが分かる。
A'""'-'Hの段階を 8点'"'-'1点の素点に換算して，対応の
ある場合の平均値の差の検定をした結果， 3通りの指導
法すべてに 0.1%水準の有怠差が認められ，各クラスの全
体的な技能の向上が明らかとなった。
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表6.指導前後の到達度の変化
落差法 側転ひねり法 全習法
到達度
日IJ f受 ~IJ f受 f乏
A 7 l 8 1 3 
B 4 6 3 7 3 6 
C 5 7 6 4 5 4 
D 5 8 8 9 4 4 
E 3 4 2 7 。 2 
F 3 9 8 6 3 1 
G 15 18 20 20 7 
II 4:3 20 :31 18 14 4 
79 79 :31 
M 2.:31 :3.5:3 2.6:3 :3.62 :3.:35 4.48 
S. D 1.98 2.:38 1.9:3 2.:39 2.46 2.41 
7.119 7.166 5.346 
p p < .001 p < .001 pく.001
(2) rできない」から「できる」に上達した生徒の割合
E"'Hの「できなl) J範囲から A"'Dの「できる」
範囲に上達した生徒の割合は，落差法 16.5%，側転ひね
り法 13.9%，全習法 12.9%であった。この数値をみると，
落差法が最も指導効果が高いように思われるが，比率の
差の検定を行った結果， 3通りの指導法問に有意差は認
められなかった(表7)。
表7. rできなl¥Jから「できるj 仁上達した生徒の割合
N中学校 K中学校 l「h1 計
f N % f N % f N % 
落差法 8 42 19.1 リ「 :37 1:3.5 1:3 79 16.5 
側転ひねり法 4 40 10.0 7 :39 18.0 11 79 1:3.9 
全宵法 4 31 12.9 4 31 12.9 
(3) r，ランク以上」上達した生徒の割合
単元のはじめよりも 1ランク以上上達した生徒の割合
は，落差法60.8% 側転ひねり法57.0%，全習法67.7%
であった。この数値をみると 全習法が最も指導効果が
高いように思われるが，比率の差の検定を行った結果，
3通りの指導法問に有意差は認められなかった(表8)。
表8. r 1ランク以上」上達した生徒の割合
N中学校 K中学校 合計
f N 。//0 f N % N 
落差法 25 42 59.5 2:3 :37 62.2 48 79 
側転ひねり法 26 40 65.0 19 :39 48.7 45 79 57.0 
全習法 21 :31 67.7 21 :31 
(4) 上達の程度別の生徒の割合
上達の程度を「上達なしJr 1ランク upJ 12 '" 3ラン
クupJ 14'"" 6ランク upJの4つに区分し，その割合を
指導法別に一覧にしたのが表9である。
12"'3ランク upJ と r4"'6ランク upJ を合わせた，
2ランク以上の上達者の割合は，落差法28.6%，側転ひ
ねり法24.7%，全習法22.6%であった。この数値をみる
と落差法が最も指導効果が高いように思われるが， χ己
検定の結果，指導法の違いによる上達程度の有意な差は
認められなかった。
表9. 上達の程度別の生徒の書Ij合
落差法 側転ひねり法 全おlj去
上達の程度
f % f % 。/0/ 
上達なし 29 37.7 32 41.6 10 
1ランケ up 26 33.8 26 33.8 14 45.2 
2~ :3ランク up 14 18.2 16 20.8 5 16.l 
4~6 ランク up 8 10.4 3 3.9 4中〉
」一一 一
χ，' = 4.073 Ilふ
(5) 体力測定の結果
前方倒立回転跳びは，助走のスピードを生かしてホッ
プし，勢いよく上体を倒して片足を振り上げ，両手の強
いつきはなしと身体の反りによって立位での着地にもち
こむ技である。この技のできばえを左右するであろうと
仮定した体力として 150m走(瞬発力)J ， I伏臥仁体そ
らし(柔軟性)J ， I腕立て伏臥手たたき(筋力)Jの3項
目を取り上げた。 50m走は各学校で年度当初に実施さ
れた新体力テストのデータを用い 残りの 2項目は単元
のはじめに測定した。
表 10'"表 12は，前方倒立回転跳びの到達度が8段階
に区分されたことに合わせて 各データの最大値と最小
値の差である範囲を8等分して階級を定めた分布表であ
る。
表10.50 m走のデータの分布
段階 50m走(秒) 人数 | 
1 1 1.7~ 5 
2 1 1.0~ 11.6 3 
3 1O.3~ 1O.9 9 
4 9.6~ 1O.2 25 
己 8.9~ 9.5 50 
6 8.2~ 8.8 63 
7 7.5~ 8.1 39 
8 6.8~ 7.1 10 
Min = 6.8 Max = 16.5 
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表11.伏臥上体反らしのデータの分布
段階 伏臥上体そらし (cm) 人数
1 21 ~ 27 3 
2 28~34 13 
3 35 ~ 41 33 
4 42 ~48 77 
5 49~ 55 59 
6 56 ~62 21 
7 63 ~69 3 
8 70 ~ l 
M = 46.59 S.D. = 8.465 N ニ 210
Min = 21 Max = 74 
表12.腕立て伏臥手たたきのデータの分布
段階 腕立て伏臥手たたき(回) 人数
o ~ 4 99 
2 5 ~ 9 49 
3 10 ~ 14 33 
4 15 ~ 19 11 
。 20~ 24 8 
6 25 ~ 29 3 
7 30 ~ 34 4 
8 35 ~ 1 
.¥1 = 7.03 S.D. = 7.298 N = 208 
Min = 0 Maxニ 40
(6) 前方倒立回転跳びの到達度と体力の関係
表13と図 1は，前方倒立回転跳びの到達度の段階ごと
の50m走のタイムの平均値を一覧にしたものである。50
m走のタイムが速い者ほど到達度が高くなるという関係
にあり，前方倒立回転跳びが「できる」には， 50mを
8.6秒以内で走れる瞬発力が必要であることが推測でき
る。
同様に，表 13と図2は 伏臥上体反らしの平均値を
一覧にしたものである。前方倒立回転跳びが「できる」
範囲の段階の中では数値の凹凸が見られるが，全体的に
は正の関連性がみられる。また 前方倒立回転跳びが
「できるJための伏臥上体反らしの数値の日やすは， 46 
cmであると考えられる。
3つめの体力項目である 腕立て伏臥手たたきの平均
値を一覧にしたものが表13と図3である。伏臥上体反ら
しのデータと同様に，やや凹凸が見られるが，全体的に
は高い正の関連性がみられる。また 前方倒立回転跳び
が「できるJための腕立て伏臥子たたきの回数の日やす
は， 8回であると考えられる。
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表13. 前方倒立回転跳びの到達度と体力の関係
到達度
50 m 走 上体反らし 子たたき
平均値 平均値 平均値
A 8.26 50.94 13.39 
B 8.30 47.74 14.Hi 
C 8.54 5l.47 7.87 
D 8.53 46.00 9.55 
E 8.69 49β4 8.07 
F 8.84 49.00 4.41 
G 8.84 44.85 5.:)7 
H 9.78 43.23 2.58 
50m走(秒)
7.5 
8.0 
8.5 
9.0 
9.5 
10.0 
H G F E D C B A 到達度
図1 到達度と 50m走の平均値
上体反らし (cm)
52 
51 
50 
49 
48 
47 
46 
45 
44 
43 
42 
H G F E D C B A 到達度
図2 到達度と伏臥上体反らしの平均値
伏臥手たたき(回)
16 
14 
12 
10 
8 
6 
4 
2 
O 
H G F E D C B A 到達度
図3 到達度と腕立て伏臥手たたきの平均値
(7) 前方倒立回転跳びの到達度と体力項目との相関分析
単元の終わりに撮影して判定した，生徒の前方倒立回
転跳びの到達度のA~Hの 8 段階と各体力項目の 8 段階
に，それぞれ 8~1 の素点を与えて単相関分析を行い，
3つの体力項目を独立変数とする重岡帰分析を行った。
マット運動における前h倒立凹転跳びの指導法に関する研究 中学校 l年生男子を対象として一
その結果を示したのが表 14と表 15である。
単相関係数はいずれも高いと断定できる数値ではな
かったが， 3項目ともに 0.1%水準で有意な相関が認めら
れ，重回帰分析の結果，前方倒立回転跳びの到達度との
関係の強さは腕立て伏臥手たたきJ> 150 m走J>
「伏臥上体反らし」の順であることが明らかとなった。
表 14. 到達度との単相関分析の結果
体力項目 相関係数 (r) 有意性
50m定 0.397 pく.001
伏臥上体反らし 0.257 pく 001
腕立て伏臥子たたき 0.467 pく.001
表 15.到達度との重回帰分析の結果
体力項目 岡山吉係数 標準誤差 標準回帰係数 tfl直 p値
50m走 0.397 0.113 0.237 3.504 0.0006 
上体反らし 0.331 0.131 0.161 2.522 0.0125 
子たたき 0.587 0.107 0.365 5.525 0.0001 
R = 0.551 R!ニ 0.304
(8) 前方倒立回転跳びの到達度と肥満度の関係
それぞれの中学校で年度始めに実施されていた健康診
断時の身長と体重の記録から各生徒の口一レル指数を算
出し，単元おわりに判定した前方倒立回転跳びの到達度
との関係を調べた。
表 16.前方倒立回転跳びの到達度と肥満度の関係
やせすぎ ふつう 太りぎみ 太りすぎ
到達度 100未満 100 ~ 140未満 140 ~ 160未満 160以上
f % f % f % f % 
できる群 3 4.0 66 88.0 4 5.3 2 2.7 
できない群 1 0.8 85 68.0 22 17β 17 13.6 
χニニ 16.2073 p < .01 
4. まとめ
本研究では，中学生男子 1年生を対象にして，マット
運動の前方倒立回転跳びの3通りの指導法の有効性を比
較分析し前方倒立回転跳びの到達度と体力・肥満度と
の関係を分析した。その結果，以下のことが明らかとなっ
た。
(1) 3通りの指導法の有効性
「落差法J1側転ひねり法JI全習法」のいずれの指導法
も5時間単元という限られた時間であっても，各クラス
の57%"-' 68%の生徒の技能を向上させできないJ生
徒の 13%"-' 1 7%が「できる」ようになった。これらの
指導法によって技能が有意に向上していることが確かめ
られたが，各指導法問の効果の差異は認められなかった。
ローレル指数は次式によって算出されるもので， 100 (2) 3通りの指導法の授業の特徴
未満を痩身， 140以上を太りぎみ， 160以上を肥満と判 「落差法Jでは，多くの生徒が 50cmの高さ(跳び箱
定する。 3段)からの前方倒立回転下りに対して恐怖感を抱いた。
口一レル指数二体重ω/身長 (CI山
表 16は，前方倒立回転跳びの到達度を「できる (A
，-，D)J群と「できない (E，-，H)J群の 2つに区分し，
口ーレル指数による区分を4つにして，クロス集計した
ものである。ど検定の結果， 1%水準の有意差が認めら
れ，できない群の肥満傾向が高いことが明らかとなった。
口一レル指数が140以上と判定された者のうちでき
る」者は少数であり，ほとんどの者 (86.7%)は「でき
ない」群に入っている。普通 (100以上"-'140未満)と
判定された者の「できる」割合は， 43.7%であるのに対
して，太りぎみ・太りすぎ(140以上)と判定された者
のその割合は， 13.3%となっている。つまり，太りぎみ・
太りすぎの生徒が前方倒立回転跳びを習得できるのは，
普通の生徒の 1/3の確率であり 3倍の困難さを伴うこ
とを示している。
そのため，低い台から少しずつ慣らすという過程が必要
となり，予備わざに至るまでにも時間がかかった。また，
前方倒立回転下りの練習には 哲助者の技術が必要とな
り，その指導と習熟にも時間がかかった。さらに，練習
の場の設定のために，多くの跳び箱とセフティーマット
が必要であり，セッティングとカッティングの作業に労
力と時間が必要であった。
「全習法」では，肩が出て，かかえ込んだ姿勢で背中か
ら回転する生徒が多くおり，彼らの倒立の習熟度を高め
るのに時間がかかった。また それらの倒立経過ができ
ない，未習熟な生徒に対する常助には技術と体力が必要
であり，落差法と同様に，轄助者の技術を高めるのに時
間がかかった。
「側転ひねり法」では倒立ができない生徒でも，小さ
な側方回転から練習でき 側方倒立回転→ホップ・側方
倒立回転→ホップ-側方倒立回転 1/4前ひねり→ホッ
プ-側方倒立回転 1/4前ひねり両足同時着地→ホップ-
前方倒立回転跳びというスモールステップがあるため，
技能の個人差に対応でき 需助に労力を費やすこともな
く，安全に学習を展開することができた。
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以上に述べた，練習の場の設定と片付けの労力，有助
技術の指導と需助者の労力，安全性の観点から判断する
と側転ひねり法jが最も取り組みやすい指導法である
と考える。
(3) 3項目の体力と到達度について
150m走J，I伏臥上体そらしJ，I腕立て伏臥手たたきJ
の3項目の体力データと前方倒立回転跳びの到達度との
相関分析の結果， 3項目ともに有意な相関が認められた。
また， 3項目の中では「腕立て伏臥手たたき」が最も相
関が高いことが明らかになった。
金子いは，前方倒立回転跳びの基礎技能として腕
立て支持臥の姿勢で手たたきができることが前提になろ
う。Jと述べた上で，常助者に両膝をかかえ込んでもらっ
た手押し車の状態での子たたき動作の連続や，倒立に近
い姿勢での手たたき動作の連続を提示している。本研究
の結果は，この基礎技能の必要性を改めて支持するもの
であり，前方倒立回転跳びの学習には，突き手のパワー
をアップさせるための補強運動を取り入れた学習計画を
たてねばならないことを明示したと考える。
(4) 肥満度と到達度について
前方倒立回転跳びが「できるJ群と「できなしり群の
問で，口一レル指数による肥満の程度を比較した結果，
「できない」群に肥満傾向にある者が多いことが明らか
になった。生徒一人ひとりが自己の能力に応じた個別の
めあてを持って学習するマット運動の単元では，教師は
めあての適合性を指導しなければならない。これまで述
べてきたように，前方倒立回転跳びは，倒立の技能や突
き手のパワーなどが必要な技であり，肥満傾向にある者
が， この技をめあてとする場合には，それらの基礎技能
と体力を単元の時間内で向上させることが可能であるの
かどうかを十分に見極めた上で指導する必要がある。
(5) 今後の課題
本研究では中学校1年生男子222名を対象として授業
研究を行ったが，指導教師の条件を同様にし，協力校に
迷惑をかけないように，年間指導計画の範囲内でデータ
収集をしたため全習法」の授業が 1クラスしか実施で
きなかった。また 2つの学校では，施設の条件が若干
異なっており，単元時間も 5時間と短いものであった。
したがって，対象や単元時間などの条件が異なる研究授
業による追試的研究を行う必要があると考える。
また，本研究で取り上げた体力項目は 3つであり，そ
れらの前方倒立回転跳びの到達度に対する寄与率は
0.304であった。この数字は決して高い寄与率であると
判断されるものではない。つまり これら 3項目以外に
も前方倒立回転跳びの到達度に影響する体力項目がある
ことが示唆されており それらの体力項目の検討ど支証
研究も積み重ねて行く必要がある。
r~，主」
1) I腕立て伏臥子たたき」とは，腕立て伏せの姿勢から，
両肘を少し曲げ，強く床を両腕で突き放して両手の平
をあわせ，もとの腕立て伏せの姿勢にもどる運動であ
る。本研究では時間制限なしでできた回数を記録した。
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A Study on the Methods of Teaching the Handspring in Mat Exercises 
On First-year Boys at Junior High Schools 
Masafumi FUJITA * and Masahiro KITAGAWA * * 
(Key words: mat exercises， handspring， methods of teaching， physical strength) 
Abstract 
The purpose of this study was to examine the effective methods of teaching the handspring in mat exercises. Tow physical 
education teachers with long experience as gymnastics players instructed the handspring in mat exerじisesfive times to 222白rst-
year boys in two public junior high schools. The difference of the learning results between three methods of the di町erenttype 
that were the method with the difference in elevation， the approach by cartwheel with quarter front twist， and the whole method， 
were analyzed. The relations between the degree of attainment on the handspring and three Items of physical strength (50m run， 
clapping of hands in position lying face down， trunk extension)， Rohrer' s index， were analyzed. 
The results were summarized as follows; 
1) About 60 % of the boys improved their skil of the handspring in mat exercises. The significant difference of the 
learning results between three methods of the di百erenttype did not show. 
2 ) The approach by cartwheel with quarter front twist was easy to teach the handspring in mat exercises. The reason was 
as follows; The teachers were able to instruct the handspring without labor to remove many vaulting horses， and 
without labor to guide students in their spotting techniques. They were able to instruct safely in student' s various 
ability. 
3) The significant correlations were observed between the degree of attainment on the handspring and three items of 
physical strength. The correlation between the degree of attainment on the handspring and clapping of hands in 
position lying face down was most strongest. This result gave a suggestion that the training for jumping by hands was 
necessary to become skillful at the handspring. 
4) 44.7% of the boys from over 100 to under 140 in Rohrer' s index became skillful at the handspring. On the other 
hand， 13.3 % of the boys over 140 in Rohrer' s index became skillful at the handspring. This result gave a suggestion 
that the handspring was difficult exercise for the overweight boys. 
* Naruto University of Education， Department of Health and Living Science (Health and Physical Education) 
日 TokushimaCity Josei Junior High School 
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